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「
さ
さ
め

一
、
序

こ
と
」

の

諸

本
の

考
察

説

東

浦

佳

子

心
敬
作
「
さ
さ
め
こ
と
」
の
諸
本
に
つ
い
て
木
藤
才
蔵
氏
は
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
「
さ
さ
め
こ
と
」
の
解
説
に
於
て
、
草
案
本
系
と
考
え
ら
れ
る
も
の

と
、
改
編
本
系
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
大
別
さ
れ
、
同
大
系
が
底
本
と
し
て
い
る
尊
経
閣
本
は
草
案
本
系
、
群
書
類
従
が
底
本
と
し
て
い
る
書
陵
部
本
は
改
編

本
系
と
し
て
い
ら
れ
る
。
こ
の
二
種
の
本
の
聞
に
は
相
当
に
本
文
の
相
違
が
あ
り
、
何
れ
が
草
案
で
あ
る
か
と
云
う
事
は
一
応
別
に
し
て
も
、
両
者
が
違
っ
た

系
統
の
も
の
で
あ
る
事
は
肯
か
れ
る
。

寛
正
二
年

「
さ
さ
め
こ
と
」
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
も
、
諸
本
の
奥
書
に
三
種
あ
り

寛
正
四
年

寛
正
五
年

書
陵
部
本

天
理
本

苔
建
本
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と
な
ゥ
て
い
る
。
こ
の
奥
書
を
信
ず
れ
ば
、
書
陵
部
本
が
最
も
古
い
事
に
な
り
、
そ
れ
が
改
編
本
で
あ
る
と
云
う
事
と
矛
盾
す
る
点
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
木
藤
氏
は
、
心
敬
の
百
首
和
歌
の
註
な
ど
を
参
照
し
て
寛
正
四
年
著
作
説
を
と
り
、
書
陵
部
本
は
草
案
を
書
い
て
か
ら
か
な
り
後
に
書
い

（
註
川
〉

た
も
の
で
、
記
憶
も
薄
れ
た
の
で
寛
正
四
年
を
二
年
と
書
き
誤
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

伊
地
知
鉄
男
氏
も
、
上
巻
の
成
立
に
つ
い
て
は
寛
正
四
年
説
を
と
り
、
下
巻
は
そ
れ
以
後
寛
正
五
年
五
月
迄
の
成
立
で
、
寛
正
二
年
と
云
う
の
は
、
記
憶
違

（
註
附
）

、
か
或
は
、
四
を
二
又
は
二
二
と
書
い
た
も
の
の
読
み
違
い
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
て
い
る
。
木
藤
氏
、
伊
地
知
氏
共
に
、
書
陵
部
本
の
成
立
年
時
に
つ
い
て
は

言
及
し
て
い
ら
れ
な
い
。

草
案
、
改
編
の
関
係
に
つ
い
て
木
藤
氏
は
、
天
理
本
と
群
書
類
従
本
を
比
較
し
、
後
者
が
前
者
の
二
段
を
一
段
に
す
る
な
ど
整
理
さ
れ
た
形
を
と
っ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
天
理
本
と
同
系
の
も
の
を
草
案
本
、
群
書
類
従
本
及
び
旧
国
立
上
野
図
書
館
本
を
改
編
本
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
改
編
者
に
つ
い
て
同
氏
は
『
心
敬
の
も
の
と
普
通
認
め
ら
れ
て
い
る
花
押
と
群
書
類
従
の
底
本
の
花
押
と
が
非
常
に
異
る
こ
と
、
整
理
が
や
や
機
械
的

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
心
敬
以
外
の
人
の
整
理
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
丈
で
は
根
拠
が
薄
弱
で
、
群
書
類
従
本
独
自
の
本

文
の
中
に
心
敬
ら
し
い
文
章
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
改
編
者
は
や
は
り
心
敬
自
身
で
あ
ろ
う
』
と
考
え
て
い
ら
れ
る
。

し
か
し
書
陵
部
本
の
筆
者
に
つ
い
て
は
、
心
敬
の
自
筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
心
敬
の
筆
で
は
な
い
と
木
藤
氏
は
推
定
さ
れ
、
伊
地
知
氏
も
、
恐
ら

。
。

く
心
敬
筆
か
或
は
原
本
に
近
い
も
の
を
そ
の
筆
跡
を
あ
る
程
度
似
せ
て
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ら
れ
る
。

「
さ
さ
め
こ
と
」
の
諸
本
に
関
す
る
先
学
の
諸
説
の
大
要
は
以
上
の
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
天
理
本
と
同
系
の
尊
経
閣
本
を
底
本
と
し
て
校
合
さ
れ

た
日
本
古
典
文
学
大
系
の
本
文
と
、
書
陵
部
本
と
を
そ
の
内
容
の
面
か
ら
比
較
し
て
考
察
し
、
両
本
の
性
格
を
考
え
る
一
助
に
い
た
し
た
い
。

二
、
各
段
の
配
列
に
つ
い
て

『
さ
さ
め
乙
と
」
の
記
述
は
問
答
体
を
と
っ
て
い
る
が
、
木
藤
氏
は
天
理
本
と
群
書
類
従
本
と
を
比
較
す
る
場
合
、

一
つ
の
問
と
そ
の
答
か
ら
な
る
一
区
切

り
の
文
章
を
一
段
と
し
て
、
天
理
本
は
六
十
二
段
、
群
書
類
従
本
は
五
十
三
段
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
同
氏
校
訂
の
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の
も
の
も
、
天

理
本
と
同
じ
く
六
十
二
段
に
分
た
れ
て
い
る
。



木
藤
氏
も
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
天
理
本
と
群
書
類
従
本
の
聞
で
は
、
類
従
本
の
一
段
が
天
理
本
の
二
段
或
は
そ
れ
以
上
に
相
当
す
る
場
合
の
あ
る
事
が
知
ら

れ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
天
理
本
で
は
同
じ
趣
旨
の
聞
が
二
つ
あ
り
、
二
段
を
形
造
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
類
従
本
で
は
そ
れ
が
一
つ
の
聞
の
も
と
に
ま
と

め
ら
れ
一
段
と
さ
れ
る
と
云
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
氏
は
、
類
従
本
を
ば
ら
／
＼
に
し
て
天
理
本
に
し
た
と
云
う
よ
り
、
天
理
本
の
各
段
を
整
理
し
て

類
従
本
に
し
た
も
の
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
尊
経
閣
本
（
以
下
、
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の
も
の
を
用
い
る
）
と
書
陵
部
本
と
を
対
比
し
た
場
合

も
同
じ
で
あ
っ
て
、
木
藤
氏
の
説
が
肯
か
れ
る
。

こ
の
様
な
段
数
の
整
理
は
あ
る
程
度
段
の
配
列
の
相
違
を
伴
う
。
し
か
し
こ
の
両
本
の
聞
に
は
単
に
そ
れ
丈
で
は
な
い
配
列
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
さ
さ
め
乙
と
」
の
諸
論
は
、
史
的
叙
述
、
本
質
論
、
修
行
論
の
三
つ
に
大
別
し
う
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
各
論
が
入
り
混
っ
て
明
確
に
区
別
の
つ
け
難
い
部

分
も
あ
る
。

こ
の
三
種
の
論
が
い
か
に
配
列
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
史
的
叙
述
六
段
の
う
ち
五
段
は
、
両
系
の
本
と
も
上
巻
の
冒
頭
に
あ
る
。
尊
経
閣
本
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の
第
三
十
九
段
の
一
部
の
連
歌
の
歴
史
を
述
べ
る
部
分
は
、
上
巻
の
終
り
に
近
く
、
十
体
の
例
句
の
前
に
あ
る
。
書
陵
部
本
で
は
や
は
り
上
巻
の
終
り
に
近
い

と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
十
体
の
例
句
の
後
に
あ
る
点
が
異
っ
て
い
る
。

内
容
論
、
修
行
論
の
部
分
に
関
し
て
は
、
尊
経
閣
本
の
上
巻
に
あ
る
も
の
が
、
書
陵
部
本
で
は
下
巻
に
、
或
は
尊
経
関
本
の
下
巻
の
も
の
が
書
陵
部
本
で
は

上
巻
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
か
な
り
あ
る
。
具
体
的
に
み
る
と
次
の
様
に
な
る
。

ω

尊
経
閣
本
で
上
巻
に
あ
り
、
書
陵
部
本
で
下
巻
に
あ
る
段

第
七
段
第
十
三
段
第
十
五
段
第
十
六
段

第
二
十
七
段
第
三
十
三
段

第
十
七
段

第
十
九
段

第
二
十
段

第
二
十
二
段

第
三
十
六
段
第
三
十
九
段
（
段
の
句
切
り
は
木
藤
氏
の
も
の
に
よ
る
）

右
の
様
に
な
り
、
大
別
す
れ
ば

O
印
の
も
の
が
本
質
論
、
他
は
修
行
論
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
下
巻
に
移
っ
て
い
る
も
の
に
は
修
行
論
が
多
い
。

第
二
十
五
段

第
三
十
七
段

第
三
十
八
段

第。（2)

四
十
段

尊
経
閣
本
の
下
巻
に
あ
っ
て
書
陵
部
本
の
上
巻
に
あ
る
も
の
。

第
四
十
二
段
第
四
十
三
段
第
四
十
四
段

第
四
十
五
段

第
四
十
六
段

第
四
十
七
段

第
五
十
二
段



乙
れ
に
よ
る
と
、
O
印
の
本
質
論
が
大
部
分
で
あ
る
。

本
質
論
、

以
上
の
川
凶
を
綜
合
す
る
と
、
尊
経
閣
本
に
於
て
は
、

修
行
論
が
上
下
巻
に
入
り
混
っ
て
い
る
が
、
書
陵
部
本
で
は
本
質
論
は
お
〉
む
ね
上
巻

に
、
修
行
論
は
主
と
し
て
下
巻
に
集
め
る
と
云
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
結
呆
、
全
体
と
し
て
書
陵
部
本
で
は
、
上
巻
に
修
行
論
は
少
く
、
下
巻
に
本
質
論

は
僅
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
史
的
叙
述
と
本
質
論
は
上
巻
に
、
下
巻
は
主
と
し
て
修
行
論
と
云
う
様
に
整
っ
た
形
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
事
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
書
陵
部
本
の
配
列
を
更
に
尊
経
閣
本
の
様
に
、
本
質
論
、
修
行
論
の
入
り
混
っ
た
も
の
に
分
解
し
た
と
云
う
よ
り
、
尊
経
閣

本
を
意
識
的
に
こ
の
様
に
整
理
し
て
作
っ
た
の
が
書
陵
部
本
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。

三
、
両
本
の
内
容
の
比
較

両
本
の
内
容
面
で
の
比
較
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
各
本
に
独
自
の
本
文
を
あ
げ
、
更
に
二
本
の
聞
に
、
文
章
と
云
う
よ
り
は
ご
く
短
い
語
句
の
相
違
の
あ
る

も
の
を
対
比
す
る
と
云
う
方
法
を
と
り
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
二
本
の
内
容
の
主
た
る
相
違
は
伺
い
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
こ
の
相
違
に
つ
い
て
具
体
的
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に
そ
の
内
容
の
妥
当
性
を
考
察
す
る
事
に
よ
っ
て
、
二
本
の
草
案
改
編
関
係
を
考
え
る
一
助
に
な
し
得
ょ
う
。
各
本
独
自
の
文
章
を
あ
げ
る
場
合
、
こ
ま
か
い

ト）

尊
経
閣
本
独
自
の
本
文

一
口
葉
は
違
っ
て
も
内
容
の
同
意
の
も
の
は
こ
〉
に
あ
げ
な
か
っ
た
。

尊
経
閣
本
独
自
の
本
文
の
主
た
る
も
の
h

所
在
を
次
に
あ
げ
る
。

尊
経
閣
本
独
自
の
本
文

番

仁コ

τヨ

七七六六！頁

4 3 2 1 

頁
数
は
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の
も
の
に
よ
る

番

一一一一一一 l 自

六二四二（行

頁九七

一1至

8 7 6 5 

行四五

号

向
同

頁
一

一
九
一

一
五
一

四
三
一

四
七
一

一四 O 五 l行

四
七

！」至
頁

二｜行五



22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 

一
五
五

一
五
五

一
五
八

一
六O

一
・
六
一
一

一
ム
ハ
三

一
六
四

一
六
八

一
七
一

一
七
二

一
七
四

一
七
五

一
七
六

一
八
三

一二一九四九七四五七四三二一

一
五
五
一
二

一
五
六
一
二

一
五
八
一
四

一
六
一
一
一

一
六
二
一
八

M

四
修
道
場
相
阿
d

の
語

一
六
五
五

一
六
八
八

一
七
二
三

一
七
二
五

一
七
六

一
八
三

乙
の
中
で
特
に
問
題
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
二

一
四

36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 

一
八
四

一
八
六

一
八
六

一
八
七

一
八
八

一
九
O

一
九
一

一
九
二

一
九
五

一
九
八

一
九
八

一O
四

一O
四

一O
四

表
の
う
ち
、
川
凶
問
問
闘
の
各
番
号
の
も
の
は
、
書
陵
部
本
の
書
き
落
し
又
は
落
丁
と
考
え
ら
れ
る
。

附
番
は
、
幽
玄
体
の
例
と
し
て
あ
げ
た
七
首
の
う
ち
の
こ
首
で
、

四

七一
六五二七五パ八八一五六 O 五四

五句翌八八八八
ーを八七六六

む
ね
と
し
て－
d 六七一八
の

ニ
O
四
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の
内
容
か
ら
考
え
て
も
、
乙
の
二
首
は
他
の
五
首
と
異
る
も
の
で
、
乙
の
二
首
の
無
い
書
陵
部
本
の
方
が
整
理
さ
れ
た
形
と
見
ら
れ
る
。

九

「
定
家
十
体
」
に
幽
玄
体
の
例
と
し
て
乙
の
部
分
の
他
の
五
首
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
歌

附
番
の
部
分
に
つ
い
て
、
書
陵
部
本
で
は
こ
の
句
の
代
り
に
、
家
隆
卿
の

さ
ほ
姫
の
か
つ
ら
ぎ
山
も
春
か
け
て

の
匂
が
あ
る
。
乙
の
個
所
で
あ
げ
て
い
る
他
の
匂
は
良
基
、
周
阿
の
も
の
で
あ
り
、
乙
〉
も
尊
経
閣
本
の
救
済
の
句
が
あ
る
方
が
同
時
代
の
作
者
の
句
と
云
う

点
で
整
っ
て
い
る
。
書
陵
部
本
と
同
系
の
旧
上
野
図
書
館
本
は
、
尊
経
閣
本
と
同
じ
句
を
挙
げ
て
い
る
。

倒
番
は
白
楽
天
の
故
事
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
同
じ
趣
旨
の
記
述
が
旧
上
野
図
書
館
本
に
あ
る
。



凶
番
は
下
巻
の
末
の
『
十
徳
』
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
尊
経
閣
本
、
書
陵
部
本
、
旧
上
野
図
書
館
本
の
聞
に
相
違
が
あ
る
。

尊
経
閣
本

仏
法
器
七
宝

歌
道
七
賊

書
陵
部
本

文
の
七
徳

仏
法
宝

歌
道
宝

上
野
図
書
館
本

文
の
七
徳

仏
法
宝

歌
道
宝

歌
道
賊

乙
れ
丈
で
は
三
本
の
先
後
関
係
は
判
然
と
し
な
い
が
、
上
野
図
書
館
本
が
最
も
多
く
の
内
容
を
も
っ
点
で
、
他
の
二
本
を
考
勘
し
て
こ
の
様
に
整
理
し
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
尊
経
閣
本
独
自
の
本
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
本
に
特
に
著
し
い
特
色
を
も
っ
部
分
は
見
当
ら
な
い
。

仁i

書
陵
部
本
独
自
の
本
文

次
の
通
り
で
あ
る

書陵部本独自の本文
番

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
号
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そ
の
中
で
問
題
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

凶
番
に
つ
い
て
。
尊
経
閣
本
で
は
第
四
段
に
、

水
無
瀬
の
宮
の
御
代
に
ぞ
古
に
も
を
さ
／
＼
乙
え
た
る
歌
の
聖
・

..... 

と
あ
り
、

新
古
今
集
の
時
代
を
重
視
し
て
い
る
が
、
特
に
「
新
古
今
集
」
の
名
を
あ
げ
て
い
る
部
分
は
一
ケ
所
も
無
い
。
書
陵
部
本
が
こ
こ
で
、

「
新
古
今

集
」
の
名
を
あ
げ
、
更
に
同
時
代
の
秀
れ
た
作
者
の
名
を
あ
げ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

凶
番
の
部
分
は
、
脇
の
句
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

「
さ
さ
め
乙
と
」
に
見
ら
れ
る
連
歌
論
は
概
ね
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
巻
の
各
句
の
作
り
方
なqa 

q
h
 

ど
を
具
体
的
に
説
く
事
は
少
い
が
、
僅
か
に
発
句
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
書
陵
部
本
で
は
更
に
、
発
句
に
関
連
し
て
脇
の
句
に
言
及
し
て
い

る
点
で
尊
経
閣
本
と
異
る
。
こ
〉
に
引
用
さ
れ
た

冬
さ
く
む
め
に
ま
し
る
く
れ
竹

の
脇
は
、
心
敬
の
「
ひ
と
り
こ
と
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

附
番
。
乙
れ
は
、

か
た
り
な
は
そ
の
さ
ひ
し
さ
ゃ
な
か
ら
ま
し
は
せ
う
に
過
る
夜
は
の
む
ら
雨

の
歌
で
あ
っ
て
、
書
陵
部
本
の
乙
の
歌
の
あ
げ
方
が
問
題
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
部
分
は
一
群
の
不
明
購
歌
の
例
が
あ
げ
ら
れ
た
あ
と
地
の
文
が
あ
り
、
次
ぎ
に

乙
の
歌
一
首
丈
を
地
の
文
よ
り
下
げ
て
、
あ
た
か
も
中
国
の
故
事
や
仏
教
の
例
を
引
用
す
る
の
と
同
様
な
形
で
あ
げ
て
い
る
。
乙
の
歌
が
不
明
排
歌
の
例
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
或
は
『
語
ら
ぬ
方
が
い
〉
』
と
云
う
意
味
を
強
調
し
て
こ
の
歌
自
体
を
一
つ
の
た
と
え
と
し
て
用
い
て
い
る
の
か
あ
い
ま
い
で
あ

る



ω
番
、
和
泉
式
部
が
、
娘
の
小
式
部
の
死
に
際
し
て
詠
ん
だ

の
乙
し
を
き
て
い
つ
れ
あ
は
れ
と
思
ふ
ら
ん
子
は
ま
さ
り
け
り
子
は
ま
さ
る
ら
ん

の
歌
及
び
説
明
の
文
章
で
あ
る
。
と
の
歌
は
題
詠
で
は
な
く
実
感
と
し
て
歌
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
題
を
め
ぐ
ら
す
歌
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

る
乙
の
部
分
に
書
陵
部
本
が
乙
の
歌
を
あ
げ
て
い
る
の
は
適
当
で
な
い
。

し
か
し
こ
の
和
泉
式
部
の
歌
及
び
そ
れ
に
関
す
る
説
明
と
類
似
の
記
述
が
、
尊
経
閣
本
系
の
苔
廷
本
に
も
存
す
る
。

凶
番
は
近
頃
の
連
歌
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
の
語
で
あ
る
。
尊
経
閣
本
に
は
こ
の
様
な
記
述
は
な
い
が
心
敬
の
後
の
著
作
「
老
の
く
り
乙
と
」
に
書
陵
部
本

の
乙
の
部
分
と
同
種
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。

間
番
は
次
の
様
な
文
章
で
あ
る
。

歌
に
は
一
首
の
う
ち
上
下
の
親
句
疎
句
の
こ
と
専
侍
り
序
枕
乙
と
葉
を
な
か
／
＼
し
く
を
き
下
の
句
に
こ
と
は
り
を
い
ひ
あ
ら
は
し
侍
る
歌
は
上
の
句
は
疎

句
下
の
句
は
親
句
也

又
各
一
首
つ
〉
の
上
に
も
親
疎
の
寄
侍
る
と
也
上
下
の
く
さ
り
し
た
し
く
心
え
や
す
く
い
ひ
は
て
た
る
は
親
句
の
寄
也
又
上
の
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句
と
下
の
句
と
心
た
に
通
し
侍
れ
は
あ
ら
ぬ
さ
ま
の
事
を
も
ほ
し
き
ま
〉
に
継
た
る
は
疎
句
の
歌
な
る
へ
し
と
也

ζ

の
中
で
特
に
、
一
首
の
う
ち
で
、
序
枕
詞
の
部
を
疎
匂
と
す
る
考
え
方
は
注
目
さ
れ
る
。
乙
の
種
の
考
え
方
は
尊
経
閣
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
他
、
附
凶
聞
な
ど
の
書
陵
部
本
の
文
章
は
乙
れ
が
あ
る
為
に
尊
経
閣
本
よ
り
は
わ
か
り
易
い
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
書
陵
部
本
独
自
の
文
章
に
特
色
の
あ
る
も
の
の
多
い
事
が
知
ら
れ
る
。

両
本
独
自
の
文
章
の
う
ち
、
儒
教
仏
教
関
係
の
云
い
伝
え
を
比
除
的
に
用
い
た
も
の
を
考
え
る
と
、

尊
経
閣
本
独
自
の
も
の
日
例
。
っ
ち
仏
教
関
係3
例
〉

書
陵
部
本
独
自
の
も
の
9

例
。
っ
ち
仏
教
関
係
5

例
）

と
な
り
、
尊
経
閣
本
で
は
中
国
関
係
の
故
事
を
引
く
事
が
多
く
、
書
陵
部
本
で
は
仏
教
関
係
の
引
用
が
多
い
。

同

こ
ま
か
い
語
句
の
相
違

前
記
H
、
同
で
は
比
較
的
長
い
文
章
の
各
本
独
自
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
た
が
、
つ
ぎ
に
一
文
の
中
の
短
い
語
句
が
両
本
で
相
違
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、



特
に
そ
の
相
違
が
大
き
な
意
味
の
違
い
を
も
つ
も
の
を
あ
げ
た
い
。
乙
の
小
さ
い
部
分
の
相
違
は
そ
の
量
が
少
い
故
に
と
看
過
さ
れ
て
よ
い
も
の
と
は
云
え
な

特
に
問
題
と
な
る
よ
う
な
も
の
は
鉛
例
ば
か
り
み
ら
れ
た
、
そ
の
う
ち
、
他
の
文
献
に
照
し
て
何
れ
か
一
方
が
正
し
い
と
定
め
ら
れ
る
も
の
は
六
例
あ
り
、

う
ち
尊
経
閣
本
の
正
し
い
も
の
三
例
、
書
陵
部
本
の
正
し
い
も
の
三
例
で
あ
る
。
即
ち
此
の
部
分
で
あ
る
。

（
頁
数
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の
も
の
、
。
印
が

正
し
い
も
の
〉

。
源
信
明
朝
臣

ハ
尊
経
閣
本
一
七
五
頁
）

源
会
忠

（
書
陵
部
本
）

秋
露
梧
桐
葉
落
時
（
尊
経
閣
本
一
七
八
頁
）

。
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
（
書
陵
部
本
〉
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筏
士
よ
待
て
乙
と
と
は
む
水
上
は
い
か
は
か
り
吹
く
み
ね
の
嵐
ぞ
（
尊
経
閣
本
一
八
四
頁
）

。
筏
士
よ
待
て
こ
と
と
は
む
水
上
は
い
か
ば
か
り
吹
く
山
の
嵐
ぞ
（
書
陵
部
本
）

大
弐
高
速

（
尊
経
関
本
一
九O
頁
）

。
源
頼
実

（
書
陵
部
本
）

。
人
能
く
道
を
弘
む
道
能
く
人
を
弘
め
ず
（
尊
経
閣
本
一
九
四
頁
〉

人
能
道
を
ひ
ろ
む
文
人
を
ひ
ろ
め
す

（
書
陵
部
本
）



。
庭
前
柏
樹
子

（
尊
経
閣
本

二
O
二
頁
）

庭
前
柏
樹

（
書
陵
部
本
）

乙
の
六
例
の
様
に
真
偽
を
証
す
る
も
の
は
な
い
が
、
前
後
の
文
章
か
ら
考
え
て
何
れ
か
一
方
の
本
の
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
二
十
三
例
あ
る
。
う
ち

尊
経
閣
本
が
よ
い
も
の
七
例
、
書
陵
部
本
が
よ
い
も
の
十
六
例
で
あ
る
。

乙
の
他
の
も
の
は
何
れ
の
記
述
が
正
し
い
か
判
然
と
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
が
そ
の
す
べ
て
を
あ
げ
る
事
は
乙
〉
で
は
不
可
能
な
の
で
、
そ
の
中
注
目
さ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

万
葉
集
、
古
今
集
、
伊
勢
物
語
な
ど
の
：
：
：
・
：
（
尊
経
関
本

(1) 

三
二
二
頁
）

万
葉
集
、
三
代
集
、
伊
勢
物
語
（
書
陵
部
本
）

心
敬
の
他
の
論
著
等
の
用
例
に
て
ら
し
た
丈
で
は
こ
の
両
本
の
記
述
の
う
ち
何
れ
が
妥
当
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。

(2) 

長
高
き
体
と
て
や
せ
き
む
き
体
（
尊
経
閣
本

二
三
頁
）

R
U
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白

長
高
き
体
と
て
や
せ
ひ
え
た
る
体
（
書
陵
部
本
）

(3) 

古
人
の
句
は
：
：
：
し
な
ゅ
う
た
け
ら
う
た
く
（
尊
経
閣
本
二
一
三
頁
）

古
人
の
句
は
：
：
：
し
な
た
け
ひ
え
ら
う
た
く
（
書
陵
部
本
）

(4) 

し
な
ゅ
う
た
け
や
せ
き
む
く
ら
う
／
＼
し
く
（
尊
経
閣
本

一
四O
頁
）

し
な
た
け
や
せ
さ
む
く
ら
う
／
＼
し
く
（
書
陵
部
本
）

(5) 

情
け
ふ
か
く
覚
え
侍
れ
（
尊
経
閣
本

一
四
三
頁
）

艶
ふ
か
き
こ
と
に
や
（
書
陵
部
本
）



情
け
ふ
か
き
言
葉
也
（
尊
経
閣
本

一
九
六
頁
）

え
ん
の
事
也
（
書
陵
部
本
）

乙
〉
で
は
二
個
所
で
、

『
情
ふ
か
し
』
を
『
え
ん
』
に
変
え
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
心
敬
の
『
え
ん
』
を
考
え
る
一
助
に
な
ろ
う
。

(6) 

門
真

（
尊
経
関
本

一
六
O
頁
）

寂
意

（
書
陵
部
本
）

門
真
と
寂
意
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
乙
の
句
の
作
著
は
、
菟
玖
波
集
に
よ
れ
ば
、
木
鎮
法
師
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
両
本
と
も
誤
り
で
あ
る
。

(7) 

言
葉
づ
か
ひ
の
よ
う
を
む
の
句
（
尊
経
閣
本

一
七
八
頁
〉

言
葉
づ
か
ひ
の
幽
玄
の
句
（
書
陵
部
本
）

以
上
の
概
観
に
よ
れ
ば
、
短
い
語
句
の
相
違
す
る
個
所
に
つ
い
て
『
源
信
明
朝
臣
』
の
様
に
書
陵
部
本
の
あ
や
ま
り
の
場
合
も
あ
る
が
、
岡
本
の
大
き
な
あ

弓
’

ヮ
“

や
ま
り
は
こ
〉
一
ケ
所
で
あ
り
、
全
体
に
尊
経
閣
本
よ
り
も
書
陵
部
本
を
と
る
方
が
意
味
の
通
ず
る
個
処
が
多
い
。

更
に
文
中
で
連
歌
士
達
の
事
を
云
う
場
合
、
尊
経
閣
本
で
は

田
舎
ほ
と
り
の
人
、
か
た
つ
田
舎
な
ど
の
と
も
が
ら
、
田
舎
人

な
ど
の
云
い
方
が
多
く
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
書
陵
部
本
で
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
個
処
で

大
か
た
の
一
座
、
か
た
へ
の
好
士
、
大
か
た
の
好
士

と
云
っ
た
比
較
的
穏
か
な
云
い
方
を
し
て
い
る
。
乙
う
し
た
点
で
も
書
陵
部
本
の
方
が
整
頓
さ
れ
た
形
と
云
え
る
。

こ
の
短
い
語
句
の
対
比
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
細
か
い
語
句
の
相
違
を
通
し
て
、
美
的
理
念
を
表
す
語
の
用
い
方
が
両
本
で
異
る
部
分
の
あ
る
事
で
、

と
れ
に
つ
い
て
は
更
に
後
述
し
た
い
。

四
、
両
本
内
容
の
問
題
点



両
書
の
内
容
の
相
違
の
主
な
も
の
は
以
上
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
み
ら
れ
た
相
違
の
う
ち
問
題
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
つ
ぎ
に
考
察
し
た
い
。

H 

新
古
今
集
に
つ
い
て
の
言
及

心
敬
は
「
さ
さ
め
乙
と
」
で
、
新
古
今
集
時
代
の
作
者
を
賞
揚
し
て
い
る
が
、
尊
経
閣
本
で
は
、

水
無
瀬
の
宮
の
御
代
に
ぞ
古
に
も
を
さ
／
＼k
乙
え
た
る
歌
の
聖
数
を
つ
く
し
て
い
ま
そ
か
り
け
る

と
第
四
段
で
述
べ
て
い
る
。

書
陵
部
本
に
も
尊
経
閣
本
と
略
々
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
、
続
い
て

自
在
無
窮
不
可
説
の
風
雅
を
つ
く
し
此
道
の
さ
と
り
を
得
べ
き
は
新
古
今
集
辺
の
歌
仙
の
作
な
る
べ
し

と
、
は
っ
き
り
「
新
古
今
集
」
の
名
を
あ
げ

御
製

後
京
極
摂
政

慈
鎮
和
尚

俊
成

定
家

家
隆

西
行

寂
蓮

此
等
の
心
こ
と
葉
さ
ま
ん
＼
の
風
骨
ひ
と
へ
に
大
悟
発
明
の
不
可
説
の
さ
か
ゐ
な
り
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と
、
歌
人
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
尊
経
閣
本
で
も
第
四
十
一
段
に

定
家

家
隆
を
さ
へ
猶
歌
作
り
と
仰
せ
給
ひ
し
と
な
り
慈
鎮

西
行
を
こ
そ
歌
よ
み
と
は
仰
せ
ら
れ
し
か

と
述
べ
て
は
い
る
が
、
御
製
云
々
の
文
章
は
な
い
。

乙
の
書
陵
部
本
と
同
じ
趣
旨
の
記
述
が
心
敬
の
他
の
著
書
に
も
あ
る
。

古
人
秀
歌
と
も
古
今
集
新
古
今
集
な
と
の
内
の
名
歌
の
す
か
た
自
讃
三
鉢
な
と
こ
と
葉
面
影
を
日
夜
む
ね
に
工
夫
な
く
て
は
：
：
：
（
所
々
返
答
）

歌
に
か
な
ら
す
禅
教
の
二
道
侍
る
へ
し
と
也
大
か
た
古
今
集
己
来
歌
人
ま
て
は
教
者
当
分
に
見
え
侍
る
か
新
古
今
集
の
作
者
に
い
た
り
て
悉
禅
法
な
と
の

大
悟
発
明
の
寄
人
其
世
に
み
ち
／
＼
侍
る
か

（
所
々
返
答
）

新
古
今
集
の
乙
ろ
に
い
た
り
て
の
作
者
の
風
雅
は
ひ
と
へ
に
無
相
発
明
の
さ
か
ゐ
な
る
哉（
岩
橋
下
）



水
無
瀬
殿
御
代
に
そ
よ
ろ
つ
落
し
つ
ま
り
と
も
此
権
者
の
歌
仙
数
を
尽
し
て
い
ま
そ
か
り
け
る

後
京
極
摂
政

慈
鎮
和
尚

俊
成

定
家

家
隆

西
行

寂
蓮

御
製

さ
ら
に
清
岩
和
尚
ぞ
：
：
：
（
老
の
く
り
乙
と
）

慈
鎮
和
尚

定
家
卿
な
と
は
凡
生
を
は
な
れ

御
鳥
羽
院

後
京
極
殿

俊
成
卿

家
隆
卿

西
行
法
師

秀
能

女
房
に
は
式
子
内
親
王

俊
成
卿
女

宮
内
卿

（
所
々
返
答
）

乙
れ
ら
は
何
れ
も
、
は
っ
き
り
「
新
古
今
集
」
の
名
を
あ
げ
、「老
の
く
り
ご
と
」

「
所
々
返
答
」
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
作
者
名
も
、
秀
能
及
び
女
房
の
名

以
外
は
書
陵
部
本
の
記
述
と
同
じ
で
あ
る
。

細
か
く
み
れ
ば
、
前
頁
引
用
の
水
無
瀬
殿
云
々
の
文
に
於
て
、
同
趣
旨
の
文
の
あ
る
尊
経
閣
本
で
は
、

『
水
無
瀬
の
宮
の
』
と
あ
り
、
書
陵
部
本
は
、
『
水

n
U
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無
瀬
ど
の
』
と
あ
っ
て
、

「
老
の
く
り
ど
と
」
と
書
陵
部
本
が
同
じ
で
あ
る
。
同
文
中
の
、
『
歌
仙
数
を
つ
く
し
て
』
の
部
分
も
、
書
陵
部
本
は
「
老
の
く
り

と
」
に
同
じ
で
、
尊
経
閣
本
は
『
歌
聖
』
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
っ
て
心
敬
の
「
新
古
今
集
」
重
視
の
思
想
が
知
ら
れ
る
が
、
尊
経
閣
本
で
は
は
っ
き
り
そ
の
名
を
あ
げ
て
い
な
い
。
御
製
云
々
の
文
も

尊
経
閣
本
に
は
無
い
の
で
、
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、
書
陵
部
本
が
心
敬
の
後
の
諸
著
作
に
近
い
記
述
を
持
つ
事
が
知
ら
れ
る
。

同

美
的
理
念
の
問
題

心
敬
は
「
ひ
と
り
ご
と
」
の
中
で
、

氷
ほ
ど
え
ん
な
る
も
の
は
な
し

と
云
い
、

「
さ
さ
め
こ
と
」
で
も
『
心
の
艶
』
を
重
視
し
て
い
る
。
乙
の
『
え
ん
』
の
他
に
も
、
心
敬
は
そ
の
論
著
の
中
で
、
美
的
理
念
を
表
す
語
を
い
く
つ

か
用
い
て
い
る
。

「
さ
さ
め
こ
と
」
の
両
本
の
語
句
の
相
違
の
対
比
を
し
た
中
に
注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

さ
き
に
こ
ま
か
い
語
句
の
相
違
の
項
で
あ
げ
た
、
側
側
側
の
各
例
の
場
合
で
あ
る
。



・
乙
の
中
で
凶
の
場
合
は
語
句
の
相
違
に
大
き
な
意
味
の
相
違
と
は
な
ら
な
い
。
附
の
例
で
は
、
尊
経
閣
本
の
『
ゅ
う
』
の
語
が
書
陵
部
本
で
は
『
ひ
え
』
に

代
っ
て
い
る
。
凶
の
場
合
は
尊
経
閣
本
の
『
ゅ
う
』
の
語
が
書
陵
部
本
に
無
い
。

乙
れ
以
外
に
尊
経
閣
本
第
十
段
に

発
句
は
・
・
・
・
・
・
大
や
う
に
ゅ
う
／
＼
と
さ
し
の
び
た
る
・

... 

と
あ
り
〆
書
陵
部
本
の
こ
れ
に
当
る
部
分
は

さ
や
う
に
さ
し
の
び
た
る

と
な
っ
て
い
る
。

『
ゅ
う
／
＼
』
が
ど
う
云
う
概
念
を
表
す
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
で
は
こ
の
語
が
除
か
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
る
と
、
尊
経
閣
本
で
は
一
貫
し
て
『
ゅ
う
』
と
云
う
語
が
、
そ
の
美
的
理
念
を
表
す
一
つ
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
書
陵
部
本

で
は
『
ひ
え
』
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
ゅ
う
』
と
云
う
語
に
つ
い
て
は
、
『
優
』
『
幽
』
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
後
の
文
章
か
ら
、
『
優
』
に
当
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
藤
氏
も
同
の

nu 

例
の
『
ゅ
う
』
を
『
優
美
』
を
解
さ
れ
、
前
記
の
『
ゅ
う
／
1
ι

に
は
『
優
々
と
』
の
字
を
当
て
て
い
ら
れ
る
。
歌
論
で
云
わ
れ
る
『
い
う
な
る
姿
』
な
ど
と

同
じ
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
さ
さ
め
乙
と
」
全
巻
を
通
じ
て
『
ゅ
う
』
の
語
は
、
尊
経
閣
本
に3
例
あ
り
、
書
陵
部
本
に
は
な
い
。

『
ひ
え
』
の
語
は
尊
経
閣
本
に1
例
、
書
陵
部
本

に
3

例
存
す
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
心
敬
は
尊
経
閣
本
「
さ
さ
め
乙
と
」
を
書
い
て
い
た
時
は
『
ゅ
う
』
の
概
念
を
重
視
し
て
い
た
が
、
書
陵
部
本
を
書
い
た
時
は
『
ひ
え
』

の
概
念
を
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
心
敬
の
著
作
の
中
で
は
「
さ
さ
め
こ
と
」
は
最
も
初
期
の
作
で
あ
る
が
、
心
敬
の
そ
れ
以
後
の
著
作
に
つ
い
て
み

る
と
、
「
さ
さ
め
こ
と
」
尊
経
閣
本
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
寛
正
四
年
と
同
年
作
の
百
首
和
歌
以
外
の
諸
作
に
は
、『
ひ
え
』
の
語
が
各
一
、
二
例
見
ら

れ
る
。

一
方
『
ゅ
う
』
の
語
は
「
岩
橋
下
」
と
「
老
の
く
り
と
と
」
に
各
一
例
づ
っ
『
優
艶
』
と
云
う
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
他
に
用
例
を
み
な

い

以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
心
敬
が
初
期
に
は
『
ゅ
う
』
を
重
視
し
た
が
、
次
第
に
次
港
的
な
『
ひ
え
』
を
重
ん
ず
る
様
に
な
っ
た
と
云
う
、
美
的
理
念
の
上



で
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
「
さ
さ
め
乙
と
」
に
関
し
て
云
え
ば
、
書
陵
部
本
の
方
が
尊
経
閣
本
よ
り
も
晩
年
の
作
に
近
い
記
述
を
も
ち
、
書
陵
部
本
を
改
編
本

と
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
証
す
る
一
つ
の
例
と
な
ろ
う
。

同

他
の
著
作
と
の
表
現
上
の
類
似

(1) 乙
〉
で
、
尊
経
閣
本
と
書
陵
部
本
の
記
述
と
心
敬
の
他
の
著
作
と
の
表
現
上
の
類
似
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

新
古
今
集
時
代
の
作
者
に
つ
い
て
の
記
述

こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
き
に
述
べ
た
通
り
で
、
書
陵
部
本
の
本
文
と
、
「
所
々
返
答
」
「
老
の
く
り
こ
と
」
そ
の
他
と
の
類
似
が
み
ら
れ
た
。

(2) 

尊
経
閣
本
第
四
段
中
の
記
述

さ
ま
／
＼
の
姿
を
お
こ
し
道
の
奥
を
き
は
め
世
に
と
き
め
き
（
尊
経
閣
本
）

さ
ま
／
t
k

の
風
を
し
た
ひ
塵
を
っ
き
て
道
の
お
く
を
き
は
め
（
書
陵
部
本
）
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慕
風
継
塵
一
天
ま
こ
と
に
道
の
奥
旨
を
極
と
也
（
老
の
く
り
乙
と
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
書
陵
部
本
の
記
述
と
「
老
の
く
り
こ
と
」
の
そ
れ
と
が
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
両
本
の
裏
に
は
、

「
古
今
集
」
真
名
序
の

の
(3）文詞
章人
が才
あ子
る慕
。風

継
塵

乙
の
頃
の
連
歌
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
の
記
述
、
尊
経
閣
本
第
三
十
九
段

さ
れ
ば
道
の
ほ
と
り
市
の
な
か
に
千
句
万
句
と
て
耳
に
み
て
り
（
尊
経
閣
本
）



あ
や
し
の
し
つ
屋
、
民
の
市
く
ら
な
と
に
も
千
句
万
句
と
て
耳
に
み
て
り
（
書
陵
部
本
）

い
か
な
る
あ
や
し
の
し
つ
屋
民
の
市
く
ら
な
と
に
も
千
句
万
句
と
て
耳
に
み
て
る
（
老
の
く
り
こ
と
）

こ
〉
で
も
、
書
陵
部
本
と
「
老
の
く
り
乙
と
」
と
の
類
似
が
み
ら
れ
る
。

(4) 

尊
経
閣
本
第
四
十
八
段

情
け
あ
さ
く
あ
ら
け
な
く
胸
の
中
お
ち
し
づ
ま
ら
ぬ
人
に
は
お
ぼ
ろ
げ
に
も
交
は
る
べ
か
ら
ず

あ
ら
／
｛
、
、
‘
し
く
偽
り
か
ぎ
り
た
る
お
も
ひ
も
入
れ
ぬ
友
が
ら
に
ま
じ
は
ら
ん
も
ほ
い
な
く
哉

こ
と
に
末
た
の
も
し
く
い
と
き
な
き
か
た
な
ど
う
た
て
侍
る

べ
き
こ
と
也
（
書
陵
部
本
）

行
末
た
の
も
し
く
わ
か
き
か
た
な
ど
あ
ら
け
な
く
思
ひ
い
れ
ぬ
友
に
ち
か
つ
く
へ
か
ら
さ
る
：
：
・
：
：
（
岩
橋
下
）

q
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こ
の
例
で
も
、
書
陵
部
本
は
「
岩
橋
下
」
に
近
い
記
述
を
も
っ
て
い
る
。

以
上
に
あ
げ
た
四
例
で
は
、
何
れ
も
書
陵
部
本
が
、
尊
経
閣
本
よ
り
も
む
し
ろ
以
後
の
他
の
著
作
と
類
似
の
記
述
を
も
っ
事
が
知
ら
れ
た
。
し
か
も
そ
の
表

現
は
他
の
著
作
と
全
く
同
じ
と
云
う
の
で
は
な
い
。

こ
の
事
は
、
書
陵
部
本
が
尊
経
閣
本
よ
り
は
後
の
制
作
で
あ
る
乙
と
即
ち
改
編
本
で
あ
る
事
を
証
す
る
一
つ
の
材
料
と
考
え
ら
れ
、
又
後
述
す
る
書
陵
部
本

の
改
編
者
の
問
題
に
も
関
連
し
て
来
る
。

五
、
改
編
者
の
問
題

乙
は
迄
「
さ
さ
め
こ
と
」
の
尊
経
閣
本
と
書
陵
部
本
を
内
容
の
面
か
ら
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
々
独
自
の
本
文
、
語
句
の
中
で
は
書
陵
部
本
を
と
っ
た

方
が
意
味
の
よ
く
通
る
と
思
わ
れ
る
場
合
の
多
い
事
、
美
的
理
念
な
ど
で
両
本
の
聞
に
問
題
の
あ
る
事
が
知
ら
れ
、
書
陵
部
本
と
心
敬
の
他
の
著
作
と
の
聞
に



考
え
方
や
表
現
の
類
似
の
あ
る
事
が
知
ら
れ
た
。
乙
れ
等
の
事
か
ら
、

「
さ
さ
め
こ
と
」
の
こ
の
両
本
に
関
し
て
は
、
書
陵
部
本
の
方
が
あ
と
か
ら
書
か
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
云
う
事
、
更
に
そ
れ
は
尊
経
閣
本
よ
り
は
整
理
さ
れ
た
形
の
改
編
本
で
あ
る
と
云
う
事
が
推
察
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
書
陵
部
本
が
改
編
本
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
改
編
者
は
誰
か
と
云
う
事
が
問
題
に
な
る
。

乙
れ
に
つ
い
て
木
藤
氏
は
、
恐
ら
く
心
敬
自
身
が
改
編
者
で
あ
ろ
う
と
推
定
を
下
さ
れ
た
。
同
氏
に
よ
っ
て
、
改
編
が
や
L

機
械
的
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
個

所
は
、
聞
に
つ
い
て
そ
の
答
が
見
当
違
い
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
篇
序
題
興
流
の
段
で
書
陵
部
本
が
、
「
古
今
集
」
に
篇
序
題
興
流
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る

如
く
説
明
し
て
い
る
点
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
た
し
か
に
整
っ
た
改
編
と
は
云
い
難
い
が
、
や
は
り
木
藤
氏
も
説
か
れ
る
様
に
、
こ
の
事
丈
で
は
改

編
者
が
心
敬
で
は
な
い
と
は
云
い
切
れ
な
い
。

乙
〉
で
書
陵
部
本
独
自
の
本
文
に
注
目
し
て
、
乙
の
部
分
が
心
敬
の
文
章
と
考
え
う
る
か
否
か
を
検
討
し
た
い
。

H 

新
古
今
集
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て

摘
し
た
。
そ
の
場
合
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
文
章
は
全
く
同
一
と
云
う
訳
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
大
悟
発
明
』
『
無
相
発
明
』
『
不
可
説
の
さ
か
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さ
き
に
書
陵
部
本
独
自
の
本
文
の
中
で
「
新
古
今
集
」
を
重
視
し
て
い
る
部
分
を
あ
げ
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
記
述
が
心
敬
の
他
の
著
作
に
見
え
る
事
を
指

ゐ
』
と
云
っ
た
。
心
敬
の
各
著
作
に
見
ら
れ
る
云
い
方
が
書
陵
部
本
に
も
あ
る
の
で
、
書
陵
部
本
の
記
述
は
心
敬
の
用
語
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同

脇
の
句
に
つ
い
て
の
記
述

心
敬
の
他
の
著
作
に
は
脇
の
句
に
ふ
れ
て
い
る
も
の
は
無
い
が
、
脇
の
例
を
あ
げ
て
い
る
個
所
は
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
書
陵
部
本
に
収
め
ら
れ
た

冬
さ
く
む
め
に
ま
し
る
く
れ
竹

救
済

の
例
句
が
み
ら
れ
る
。

（
ひ
と
り
こ
と
）

更
に
こ
の
段
で
心
敬
が
云
っ
て
い
る
『
大
や
う
に
一
ふ
し
に
』

ら
れ
る
の
で
、
脇
句
に
つ
い
て
の
記
述
も
、
心
敬
自
身
の
考
え
方
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
も
し
乙
れ
を
心
敬
以
外
の
者
が
改
編
し
た
と
す
る
な

「
お
た
し
く
の
と
や
か
』
な
ど
の
云
い
方
は
、
「
さ
さ
め
こ
と
」
尊
経
閣
本
そ
の
他
に
も
み

A
J、

「
ひ
と
り
こ
と
」
そ
の
他
心
敬
の
各
著
作
を
参
照
し
、
更
に
心
敬
ら
し
い
言
葉
を
使
っ
て
乙
の
設
の
文
章
を
作
る
と
云
う
手
の
乙
ん
だ
方
法
を
と
っ
た
事

に
な
る
の
で
、
や
は
り
心
敬
自
身
の
記
述
と
見
た
方
が
よ
い
。



同

連
歌
会
の
記
述

い
さ
さ
か
か
の
道
に
も
師
範
を
尋
ね
て
学
ふ
な
ら
ひ
に
侍
る
に
連
歌
の
道
に
か
き
り
近
代
は
を
の
れ
と
証
得
す
る
わ
さ
に
な
り
行
侍
る
よ
り
ひ
と
へ
に
よ
こ

し
ま
に
か
ろ
／
i

し
き
わ
さ
に
な
れ
り
と
い
へ
り
（
書
陵
部
本
、
下
五
七
頁
）

乙
の
考
え
方
は
、

清
岩
和
尚
云
・
：
い
つ
れ
も
諸
道
は
明
師
の
下
に
入
て
日
夜
庭
訓
を
尽
し
て
さ
か
ひ
に
い
た
る
な
ら
ひ
な
る
そ
連
歌
に
は
わ
か
証
得
の
み
に
て
立
所
を
更
に

尋
侍
ら
す
ほ
し
き
ま
〉
に
見
え
侍
る
と
也

さ
れ
は
率
余
あ
や
ま
ち
の
み
お
ほ
く
侍
る
と
い
へ
る
：
：
：
（
老
の
く
り
こ
と
）

た
ま
／
＼
数
寄
の
好
士
も
稽
古
工
夫
の
方
は
も
の
う
く
証
得
賢
出
の
望
の
み
と
見
え
て
お
も
し
ろ
く
奇
特
の
所
に
の
み
心
を
か
け
・
：
（
所
々
返
答
）

乙
れ
ら
に
述
べ
ら
れ
も
る
の
と
同
じ
趣
旨
で
あ
り
、
こ
の
部
分
も
心
敬
自
身
の
書
き
加
え
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
き
に
他
の
論
著
と
比
較
し
て
、
「
友
を
え
ら
ぶ
べ
き
と
と
」
「
こ
の
頃
の
連
歌
の
あ
り
さ
ま
」「
水
無
瀬
ど
の
の
御
代
云
々
」
な
ど
の
個
処
で
、
書
陵
部
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同
本
の
記
述
が
尊
経
閣
本
よ
り
は
、
「
老
の
く
り
と
と
」
や
「
岩
橋
下
」
の
記
述
に
近
い
事
を
知
っ
た
。
し
か
も
乙
れ
ら
の
記
述
が
、
他
の
論
著
に
そ
の
ま
〉
同

じ
と
云
う
の
で
は
な
く
、
同
種
の
事
を
心
敬
の
用
い
る
語
葉
を
用
い
て
よ
く
こ
な
れ
た
文
章
に
さ
れ
て
い
る
点
で
、
誰
か
が
心
敬
の
後
年
の
著
作
を
参
考
に
し

て
、
そ
れ
に
似
せ
て
書
陵
部
本
の
形
に
改
編
し
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
心
敬
自
身
の
改
編
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

『
ひ
え
』
な
ど
の
概
念
が
「
さ
さ
め
こ
と
」
の
両
本
の
間
で
、
細
か
い
点
に
到
る
迄
一
貫
し
た
態
度
を
も
っ
て
用

又
さ
き
に
美
的
理
念
の
項
で
、
『
ゅ
う
』

い
ら
れ
て
い
る
点
を
考
え
て
も
、
こ
れ
は
心
敬
自
身
に
よ
っ
て
こ
の
様
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
H
か
ら
岡
ま
で
で
考
察
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
書
陵
部
本
の
本
文
の
中
に
、
他
の
論
著
に
み
ら
れ
る
文
章
と
同
趣
の
も
の
が
見
え
、
そ
の
用
語
も

同
じ
も
の
が
多
い
点
で
、
岡
本
独
自
の
本
文
は
心
敬
自
身
が
改
編
の
際
書
き
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
書
陵
部
本
独
自
の
本
文
の
中
に
、
心
敬
の
他
の
論
著
に
み
え
る
記
述
と
矛
盾
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

更
に
乙
の
考
え
方
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
「
老
の
く
り
こ
と
」
の
末
の
部
分
を
あ
げ
て
考
え
た
い
。
即
ち
、
そ
こ
に
は



む
か
し
牧
童
竹
馬
の
か
様
の
用
心
共
尋
侍
し
に
さ
さ
め
こ
と
二
冊
に
す
ち
と
も
な
き
麓
言
と
も
組
し
る
し
侍
れ
は
く
は
し
く
申
侍
ら
は
く
り
乙
と
と
も
な
る

へ
く
哉

と
あ
る
。

「
さ
さ
め
乙
と
」
の
践
文
、
奥
書
に
は

此
岡
冊
之
負
言
ま
こ
と
に
跡
な
し
事
と
も
也
（
尊
経
閣
本

寛
正
第
四
倒
産
賓
上
旬
紀
州
国
井
庄
想
者
参
寵
中
或
仁
連
歌
竹
馬
用
心
之
一
篇
・
：
（
天
理
本
奥
書
）

此
斗
冊
之
負
言
ま
乙
と
に
跡
な
し
事
共
也
（
書
陵
部
本
政
文
）

寛
正
第
斗
刻
菱
賓
上
旬
紀
州
田
井
圧
凡
到
引
制
参
寵
中
側
辺
倒
劃
等
連
歌
竹
馬
用
心
一
冊
：
・
（
書
陵
部
本

践
文
）

奥
書
）

と
な
っ
て
い
て
、
横
線
の
部
分
が
両
系
の
本
の
相
違
点
で
あ
る
。

乙
の
書
陵
部
本
奥
書
に
み
え
る
『
牧
童
』
の
話
が
、
「
老
の
く
り
乙
と
」
の
前
記
引
用
文
中
に
も
見
え
る
。
心
敬
が
『
牧
童
』
と
云
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る

し
か
し
「
老
の
く
り
乙
と
」
の
こ
の
部
分
は
、
漠
然
と
『
牧
童
』
と
云
っ
た
と
云
う
よ
り
は
、

「
牧
童
』
『
竹
馬
之
用
心
』
『
麗
言
』
な
ど
の
云
い
方
か
ら
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の
は
こ
こ
丈
で
は
な
く
、

『
村
翁
牧
童
』
と
云
う
言
葉
が
「
さ
さ
め
乙
と
」
尊
経
閣
本
の
中
に
も
あ
る
。

「
さ
さ
め
こ
と
」
を
手
許
に
置
い
て
、
そ
れ
を
意
識
し
て
「
老
の
く
り
こ
と
」
の
文
章
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
『
牧
童
』
と
云
う
語
の
存
在

に
よ
っ
て
、
こ
の
場
合
心
敬
の
参
照
し
た
本
は
、

以
上
に
述
べ
た
諸
点
か
ら
、
書
陵
部
本
の
編
者
は
、
心
敬
で
あ
ろ
う
と
云
う
漠
然
と
し
た
推
定
で
は
な
し
に
、
心
敬
自
身
が
改
編
者
で
あ
る
と
確
言
し
て
よ

「
さ
さ
め
乙
と
」
の
書
陵
部
本
か
又
は
そ
の
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

い
と
考
え
る
。

し
か
し
心
敬
自
身
が
改
編
者
で
あ
る
事
と
、
書
陵
部
本
の
筆
者
が
心
敬
自
身
で
あ
る
と
云
う
事
と
は
同
じ
で
は
な
い
。

木
藤
氏
や
伊
地
知
氏
も
述
べ
ら
れ
る
様
に
書
陵
部
本
の
中
に
は
、
か
な
り
初
歩
的
な
用
字
の
間
違
い
も
み
ら
れ
る
し
、
花
押
の
点
も
問
題
で
あ
る
。

-1-
ノ＼

結

笠
間

「
さ
さ
め
乙
と
」
の
尊
経
閣
本
と
書
陵
部
本
に
つ
い
て
主
と
し
て
そ
の
内
容
面
の
対
比
を
行
な
い
、
各
独
自
の
本
文
と
思
わ
れ
る
も
の
を
検
討
す
る
事
に
よ



っ
て
、
書
陵
部
本
の
方
が
尊
経
閣
本
よ
り
整
っ
た
も
の
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
書
陵
部
本
を
改
編
本
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
も
そ
の
独
自
の
部
分
は
心
敬
の
文

章
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
改
編
者
は
心
敬
自
身
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
美
的
理
念
を
め
ぐ
っ
て
明
ら
か
に
両
本
の

聞
に
考
え
方
の
相
違
の
み
ら
れ
る
事
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
改
編
の
時
朝
に
つ
い
て
は
内
容
面
で
の
対
比
の
面
か
ら
は
明
ら
か
な
年
代
は
定
め
ら
れ
な
い
が
、
尊
経
閣
本
制
作
の
時
よ
り
は
か
な
り
後
と
考
え
た

い
。
乙
の
場
合
書
陵
部
本
の
奥
書
に
寛
正
二
年
と
あ
る
事
を
如
何
に
考
え
る
かY
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
記
内
容
面
の
検
討
か
ら
は
明
確
な
解
決

は
つ
か
ず
、
目
下
ω
処
は
、
書
陵
部
本
の
奥
書
を
心
敬
の
記
憶
違
い
か
或
い
は
書
き
誤
り
と
す
る
先
学
の
説
に
従
う
外
な
く
、
書
陵
部
本
の
筆
者
の
問
題
と
共

に
今
後
の
考
究
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
問
題
を
残
す
も
の
の
、
内
容
の
比
較
の
面
か
ら
考
え
る
と
、「
さ
さ
め
こ
と
」
は
、
尊
経
閣
本
系
統
の
本
が
多
く
残
っ
て
い
る
と
云
う
理
由
で
こ

の
系
統
の
本
を
重
視
す
る
と
云
う
の
で
は
な
く
、
現
存
の
本
の
数
こ
そ
少
い
が
、
書
陵
部
本
系
統
の
も
の
の
方
が
そ
の
内
容
面
で
よ
り
整
っ
た
も
の
で
あ
り
、

精
撰
さ
れ
た
本
と
し
て
そ
の
価
値
を
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
結
論
さ
れ
る
。

註
ω

註
ω

木
藤
才
蔵
氏
「
校
注
さ
さ
め
こ
と
研
究
と
解
説
」

伊
地
知
鉄
男
氏
書
陵
部
本
「
さ
さ
め
ご
と
」
解
題

- 36-



(1) 日本古典文学大系本と書陵部本の頁番号対比 その（1)

日本古典文学大系本→書陵部本 段区分は日本古典文学大系の区分による

大日本系本古典文学 書陵部本 大日本系古本典文学 書陵部本
段
自頁行 I至頁行 自頁 行｜｜至頁行

段
自頁行 I至頁行 自頁 行｜｜至頁行

1 121 1 121 7 2 1 3 6 26 II II 14 67 1 67 4 

2 ” 8 122 7 3 7 6 5 150 150 3 II 7 68 3 

3 122 8 122 15 6 6 8 2 II II 5 69 4 69 6 

4 123 1 123 13 8 3 11 1 27 II II 12下 32 3 33 

5 123 14 124 8 11 2 13 2 28 グ 151 8 78 1 79 

6 124 9 126 7 13 2 16 2 29 83 

7 126 8 127 11 下 17 1 19 6 30 152 153 7 84 1 85 4 

127 16 129 4 なし 31 153 II 12 86 1 86 7 

129 5 132 2 II 32 153 154 4 87 

8 132 3 II 11 6 3 18 5 33 154 II 6下 2 1 2 5 
II 12 133 9 33 6 35 8 II 155 10 3 9 6 6 

9 133 10 134 3 26 1 27 155 156 2 なし

10 134 4 135 12 20 1 23 7 34 156 II 5 88 1 88 5 

11 135 13 137 4 28 1 ' 30 グ 157 4 92 2 93 

12 137 5 II 9 31 1 32 1 157 グ 7 94 1 94 6 
II 10 138 35 9 39 157 14 95 4 96 2 

13 139 1 139 11 下 46 1 49 3 158 158 7 96 6 97 6 
II 12 ,, 13下 50 9 51 2 グ 12 98 1 98 8 

14 139 14 141 5 50 1 53 グ 159 5 99 4 100 

15 141 6 II 1~： 下 15 4 16 35 159 160 14 101 1 104 4 

16 λア 14 142 1 下 24 1 26 160 161 1 なし

17 142 11 き， 15下 27 4 28 3 36 57 5 

143 1 143 10 下 29 1 30 37 下 58 1 58 

18 ” 11 II 12 67 4 67 6 38 162 162 下 54 3 55 
II 13 ” 15 69 8 70 1 39 グ 163 下 51 3 53 

144 1 144 7 70 5 71 6 163 164 14 115 1 118 14 

19 ,, 8 II 11下 36 9 37 8 164 165 5 なし
II 12 145 2下 38 1 38 10 165 6 165 16 105 6 106 

20 145 3 II 7下 46 4 47 2 166 1 166 11 112 

II お 146 2下 48 8 50 8 II 12 167 6 111 

21 146 3 147 1 48 1 49 167 7 168 1 114 

22 147 2 148 2下 39 1 42 4 168 2 II 11 113 

23 148 3 ’F 10 44 1 45 ,, 12 169 7 109 

24 II 11 149 3 46 1 47 8 169 8 170 2 107 

25 149 4 ’r 12下 35 1 36 8 170 3 ’F 13 110 
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(1) 日本古典文学大系本と書陵部本の頁番号対比 その（2)

司王ι
書陵部本 自頁大日本学行古本医典頁文学行 書陵部本

段
自頁 行 I至頁行

段
自頁 行｜｜至頁行

170 14 171 8 108 49 II 14 187 2 な し

171 9 172 5 なし 187 3 188 4下 7 2 9 

40 173 3 173 7 88 5 89 4 188 5 II 6 な し
II 9 174 8 90 1 92 2 50 II 7 189 14 下 20 1 23 

174 10 II 11 95 1 95 3 51 189 1 190 下 42 5 45 
,, 11 ,, 13 96 3 96 5 52 191 3 191 12 68 3 69 1 
,, 14 ,, 15 97 6 97 53 191 13 193 14 下 59 7 64 4 
II 15 175 1 98 9 99 3 54 193 15 194 8下 64 5 65 

41 175 3 176 下 10 1 15 3 55 194 9 195 9下 66 1 67 

42 177 64 1 66 56 195 10 196 10 下 70 4 72 

43 178 1 179 12 54 1 57 196 11 II 15下 73 3 73 6 

44 179 13 182 3, 58 1 63 II 16 197 11 下 68 1 70 2 

45 182 6 II 7 70 1 70 4 57 197 12 198 9下 73 10 75 8 
II 8 183 7 71 7 74 58 198 10 199 3下 75 9 77 7 

46 183 8 ,, 11 75 59 199 5 201 9下 77 8 84 2 

183 14 184 3 76 3 76 10 201 10 202 1下 84 3 85 

47 184 5 185 7 40 1 43 60 202 2 203 8下 86 1 90 6 

185 8 ,, 11下 31 7 32 61 203 9 II’ 14下 90 11 91 

48 185 14 II 15下 28 5 28 8 II 15 204 1下 93 1 93 3 

186 1 186 3下 27 1 27 3 204 2 II 3 な し
,, 4 II 8 なし 62 II 4 II 10下 94
,, 9 II 131下 31 1 31 6 
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l
i
l

－
－

4
d
l
q
1
a
l
e

－
d
J

引

d
1
1
1
1
1
i

本
一
本
一
r
l一

ヨ
一
一
一

3
6
8
1
6
8
0
3
5
7
0
2
3
5
9
3
5
7
9
3
7
3
6
7

’

8
9

’
’

0
1
4
6
9

吋
一
部
一
至
一

1
1
1
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
5
5
6
6
6
R
6
6
n
d
7
7
7
7
7

主
司
一
l
d
l
i

－
－

H
i
l

－
－

1
1
1
1
1
1
1
4
u

膿
一
書
一
主
2
3
6
8
u
m
m
m
m
m
m
m

幻
お
お
却
制
必
訪
日
日
開

M
M
W
H
P

倒
的
グ
初

p
n
%
π

均

三
E

一
一
自
－

j

一

剖
段

7
8
9
m
u

ロ

u
u
m
m
u
m
m
m
n

1

2

3

4

5

6
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(2) 書陵部本と日本古典文学大系本の頁番号対比

段一
町
制
一

文
室
－
一
行
し
6
3
3
6
8

し
7
U
1
2
1
9
8
6
4
8
2
1
4
3
8

本
本
一
一

4
7
5
1
6
8
1
6
2
5
3
6
5
0
9
4
7

日
系
一
言
一
な
日
刊
山
口
M
ロ
な

m
M
m
u
m
u
m
m

日

H
M
U
U
M
U
U

一
白
－J

一
一
一

8
3
6
0
3
3
8
6
8
8
4
3
2
6
9

一
本
一
行
一

一
部
一
至
頁
一
1
1
1
1
2

一
陵
一
行
一
6
9
1
1
4
1
7
1
1
1
4
5
1
1
7
3
1
9
1
5
1
4
2
7

一
書
一
王
2
3
7
m

日

u
m
m
M

幻
グ
お
却
但

M
m

お
お
ぬ
必
必
グ

g
m
切

一
一
自

J

一J
門
一
一
一
ト
1
2
釦
化

1

2

3

 

A

せ

d
吐

A
吐

ハ
υ
d

せ

q
δ

唱
i

－
i
1
4
1

ム

F
D
Q
u
n
h
u
v
i

司4

5

8

7

4

2

 

1

1

1

1

1

 

4

5

6

7

 

A
1
A

吐

d
U
1
Aせ

A
吐
ハ

U
q
d

噌
i

噌
i

Q
d

ヮ
“

P
O

Q
U
d
H
古
口
。

1

ょ

T

ム

1
i

8

9

0

v

1

2

3

 

8

告
d

住
民

U
R
U
R
U
F
O

5

0

3

1

2

2

2

2

2

7

9

9

 

1
i
T

ム

1
i
1
l
y

－
－
ょ

5

3

6

5

0

9

5

8

0

9

5

9

5

 

8

4

8

8

5

4

4

4

9

3

4

3

4

 

1

ム
噌

i
1

ム

1
4
1

ム

1

ム

1

ム

T

ム

1

ム

1

ム
噌

i

司
i

唱
i

その（2)

子
J

一
1
2
4
9
9
8
4
4
8
9
1
5
9
3
1
8
4
0

芋
T

一
1

ム
噌

i

噌
i
1

ム

1

ム
噌

i
1
4
1

ム

学
一
一

9
6
9
3
2
1
1
3
4
5
7
6
8
9
2
3

’

4

文
一
色
頁
一
日
M

日

M
M
M
m
m

四
四
四
回
目
白

m
m
m
m

典
百

I
T
I
l
i
l
i
－
－
－
－
ー
！

l
i
l
i

－
－
！

I
l
l
i

－
－
－

古
本
一
行
一m
m
n
m
1
2

し

9

し
日
目

9
m
m

ロ

m
5
2
9

し
日
し

4

本
学
一
：
一9
5
9
2

’
1
1
1
3
4
6
5
7
8
9
2
3
P
3
4

日
大
一
三
日
M

日

m
m
m

よ
日
よ

m
m
m
m
m
m

四
日
初
加
工

m
z
m

一
自
主

7
f

7
1

」
i

」

d
l
g
Z
J
Z
I

－
－

E
O

｜
引

i
e
1
4
「
｜

1
1
1
z

－
H
l
d
q

引
1
！

l
e
－
－
－

E
1
9
1
割

1
6
1
1
－

本
一
行
一

1

一
一

9
0
1
4
5
7
F
8
9
4
5
7
0
3
5
7
5
0
1
2

’

3

’

部
一
至
頁
一
．

4
5
5
5
5
5
n
5
5
6
6
6
7
7
7
7
8
9
9
9
n
9
z

陵
一
行
一
1
4
9
3
3
1
6
1
9
7
5
1
1
4
9
9
8
1

日
1
6
1
4

喜
二
一

9

’

0
1
4
6
7
8

’

9
4
6
8
0
3
5
7
6
0
2
2
3

一
三E

一
ヲ
礼
一
ペ
吐

A
F
h
U
F
O
F
h
U
F
O

に
U

民
υ

，

U
F
O

氏
V

氏
U

ロ
リ
円
i

ヴd

可d

ウ
’

Q
U
Q
d
Q
d
Q
d
Q
d
Q
U
Q
d

向
口
一
i
J

一
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